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要旨：本稿は，ブルーレイ・ディスク・レコーダーにおけるパナソニックの優位
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1. はじめに 
 1990 年代後半に従来型 DVD 機が登場したが，2006 年には従来型 DVD 機に取って代わ













ト・スタンダードの競争戦略 第 2 版』，14-15 頁。HD-DVD とブルーレイ・ディスクのデファク
ト・スタンダード競争については，岩本敏裕[2008]「DVD 産業における技術革新と競争戦略―21
世紀初頭における日本の家庭用録画・再生機器産業―」『立命館経営学』第 47 巻第 4 号，292-297
頁を参照。 
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ナソニックはどのように優位性を構築しているのであろうか。2008 年から 2017 年までの
10 年間を中心として，技術および市場や顧客への対応にも着目し，考察していく。 
 本稿の構成は，以下の通りである。まず第 1 に，ブルーレイ・ディスク・レコーダー市 
場の形成と「ガラパゴス化」問題について考察する。第 2 に，パナソニックの優位性につ 







2011 年まで増加傾向にあり，2011 年には世界市場規模が 689 万台に達したが，2012 年以
降，市場が縮小している 3)ことが特徴的である。ブルーレイ・ディスク・レコーダーの日
本市場規模は，2010 年から 2011 年にかけて拡大している（表 1）が，これは 2011 年に地上
波デジタル放送が開始されたことによって購入者が増加したためである。2012 年以降は，
日本市場規模は縮小すると予測されていたが，加えて海外での普及もほとんど進まず，2012
年から 2017 年にかけては日本市場を中心として，年間 200-320 万台程度の世界市場規模と
なっている。 




しかしながら，海外には普及していないのである。従来型 DVD レコーダーが北米市場， 
 
表 1 ブルーレイ・ディスク・レコーダーの日本市場規模の推移（千台） 
 台数  台数  台数 
2008 年 1,615 2012 年 2,796 2016 年 2,042 
2009 年 2,895 2013 年 2,497 2017 年 1,934 
2010 年 4,946 2014 年 2,472   
2011 年 6,398 2015 年 2,134   
出所）富士キメラ総研『デジタル AV 機器市場マーケティング調査要覧（2009 年版）』および JEITA 
 （電子情報技術産業協会）ホームページ https://www.jeita.or.jp/japanese/stat/shipment （検索日：
2019 年 3 月 25 日）を基に筆者作成。 
 
3)  ブルーレイ・ディスク・レコーダーの世界市場規模は，2008 年が 1,620 千台，2009 年が 3,150 千
台，2010 年が 5,250 千台，2011 年が 6,890 千台，2012 年が 3,200 千台，2013 年が 2,800 千台であっ
た。富士キメラ総研『デジタル AV 機器市場マーケティング調査要覧（2010 年版，2011 年版，2012









































































































出所）『日経産業新聞』2009 年 8 月 5 日，2010 年 8 月 4 日，2011 年 8 月 1 日，2012 年 8 月 13 日， 
   2013 年 8 月 27 日，2014 年 7 月 28 日，2015 年 8 月 18 日，2016 年 8 月 18 日，2017 年 8 月 9 日
および BCN ホームページ https://www.bcnretail.com/market/detail/20180430_59286..html （検索














4)  従来型 DVD レコーダーの世界市場規模は，2003 年は 3,900 千台，2004 年は 8,800 千台，2005 年
は 13,400 千台，2006 年は 18,300 千台，2007 年は 16,400 千台であり，地域別にみると北米市場は約
20％，欧州市場は約 50％，日本市場は約 20％，アジアその他の市場で約 10％であった。富士キメ
ラ総研『デジタル AV 機器市場マーケティング調査要覧（2004 年版，2005 年版，2006 年版，2007
年版，2008 年版）』。 
5)  BRICs とは，ブラジル，ロシア，インド，中国を総称して用いられる用語である。 
6)  松島大輔[2012]『空洞化のウソ―日本企業の現地化戦略―』講談社現代新書，61 頁。 
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基幹部品であるシステム LSI と光ピックアップの競争力についてみてみよう。 
パナソニックは，従来型 DVD レコーダーに搭載されるシステム LSI は日本企業のなか
でも技術的に先行し，自社で内製し，外販も行い，トップクラスの競争力を持っていた。
システム LSI において競争力を持つことは，製品の高機能化，低コスト化に結び付く。例
えば，従来型 DVD レコーダーにおいて 2003 年に発売された「DMR-E50」型は，競合他
社の製品と比べて店頭価格が約 30,000 円も安く，システム LSI の開発において競争力を
持つパナソニックは高密度実装技術においても優れ，基板にかかるコストを 30 パーセン
ト削減した 8)のであった。 
 パナソニックのシステム LSI の開発において特筆されるべきものは，統合プラットフォ
ーム UniPhier である。UniPhier は，携帯電話，DTV（Digital TeleVision），DVR（Digital Video 





年に UniPhier を導入したのであった。UniPhier の導入によって，パナソニックのシステム
LSI とソフトウェア開発の効率化と低コスト化が進展し，それが従来型 DVD レコーダー
やブルーレイ・ディスク・レコーダーの高機能化，低コスト化に結び付いた。UniPhier の
導入は，製品開発期間の短縮にも結び付き，例えば，パナソニックが 2007 年に発売した従
来型 DVD レコーダーの新製品は，製品開発期間が 1 年 4 ヶ月から 5 ヶ月に短縮された 10)。
製品開発期間が 5 ヶ月に短縮されたということは 1 年に 2 回新製品を発売できることにな
る。こうして，パナソニックは競合他社よりも速いスピードで高機能，低コストの製品を
 
7)  本節の記述は，基本的に，岩本敏裕[2012]「DVD 機における日本企業の優位性―ブルーレイ・デ
ィスク・レコーダーを中心として―」『立命館経営学』第 55 巻第 2 号，99-105 頁を参考にしてい
る。 
8) 『日経エレクトロニクス』2003 年 5 月 26 日号。 
9)  田中卓敏・吉岡康介[2012]「UniPhier システム LSI とその要素技術」『Panasonic Technical Jour- 
nal』Vol.58，No.1，36 頁。 






2005 年に導入された UniPhier は，それ以降も進化している 11)。2005 年の導入目的は主 
にソフトウェア開発の効率の向上であったが，2007 年には第二世代 UniPhier が登場し，そ
の導入目的は主にネットワーク化であった。2009 年以降，UniPhier はさらに進化し，主に
高速ネットワーク＆AV とエコの時代に対応したものとなっている。とりわけ，第二世代
UniPhier の UniPhier システム LSI は，企業内部に囲い込み，門外不出な戦略的システム LSI




は，2 番組同時にフルハイビジョンで 10 倍長時間録画ができるブルーレイ・ディスク・レ
コーダーの先駆的製品であったが，これは UniPhier システム LSI を搭載し，画像を圧縮す
るエンコーダーの能力を上げて画質を高めたものであった 14)。 








業は，パナソニックである。パナソニックは，2009 年には 58.5 パーセント，2011 年には




11)  田中・吉岡，前掲論文，37 頁。 
12) 『日経エレクトロニクス』2007 年 7 月 2 日号。 
13)  従来型 DVD レコーダーにおいてパナソニックはトップの世界マーケットシェアを獲得してい
た。2003 年は 42.5％，2004 年は 29.4％，2005 年は 24.7％，2006 年は 19.0％，2007 年は 20.0％のマ
ーケットシェアの獲得であった。『日経産業新聞』2004 年 7 月 26 日，2005 年 7 月 19 日，2006 年 7
月 24 日，2007 年 8 月 2 日および富士キメラ総研『デジタル AV 機器市場マーケティング調査要覧
（2008 年版）』。 
14) 『日経産業新聞』2010 年 5 月 20 日。 
15)  神崎洋治・西井美鷹著[2007]『体系的に学ぶ 次世代 DVD のしくみ』日経 BP ソフトプレス，
155 頁。 
16)  その他の企業としては，2009 年はパイオニアが 24.6％，シャープが 16.9％，2011 年はパイオニ
アが 35.7％の世界シェアを獲得している。富士キメラ総研『ストレージ関連市場総調査（2010 年
版，2012 年版）』。  
17)  従来型 DVD レコーダー用光ピックアップの世界生産シェアは，2006 年は 1 位パナソニック
17.4%，2 位 LG12.3%，3 位船井 11.5％，2007 年は 1 位パナソニック 21.8％，2 位 LG14.4％，3 位パ
イオニア 6.9％であった。富士キメラ総研『ストレージ関連市場総調査（2007 年版，2008 年版）』。 
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3.2 Ultra HD ブルーレイの開発 
 パナソニックの優位性は，Ultra HD ブルーレイを，競合他社に先駆けて開発した点にも
見出される。Ultra HD ブルーレイの特徴は，まず第 1 に，従来のブルーレイがフルハイビ
ジョン映像である 2K（1,920×1,080 画素）に対応していたのに対して，4K（3,840×2,160 画素）
に対応している点である。第 2 に，ハイダイナミックレンジ（HDR）が従来の 100nit から
最大 10,000nit まで大幅に拡大した点である。第 3 に，色域が従来の BT.709 から BT.2020
まで広がったことである。つまり，Ultra HD ブルーレイは，従来のブルーレイよりも，技
術的向上が達成され，高画質化されたものである。 
パナソニックは，2015 年に世界で初めて「DMR-UBZ1」型に Ultra HD ブルーレイを搭
載している。映像メディアの進化の上で Ultra HD ブルーレイが果たす役割は大きく，特に
コントラスト改善技術であるハイダイナミックレンジが，テレビやプロジェクターの本質
的な画質改善を促す可能性も秘めている 18)。そして，2016 年は，「次世代ブルーレイ元年」
と呼ばれ，Ultra HD ブルーレイが本格的に立ち上がった時期であり，パナソニックは 2016
年には「DMR-UBZ1 」型に加えて，普及価格帯モデルの「DMR-UBZ2020」型，「DMR-
UBZ1020」型の 2 機種にも Ultra HD ブルーレイを搭載したのであった。 















えば，2016 年に発売された上位機種の「DMR-BRX7020」型では，最大 10 チャンネル×28
日間の録画を全部自動録画できる。28 日を過ぎると古い番組から自動で消去されるので，
常に最大 10 チャンネル×28 日間の録画をためておくことができる。「DMR-BRX4020」型
では，最大チャンネルは 6 チャンネルとなり，「DMR-BRX7020」型と比べるとチャンネル
数は少なくなるが，36 日間の全部自動録画が可能となる。下位機種の「DMR-BRX2020」
型では，最大 6 チャンネルとなり，16 日間の全部自動録画が可能となる。そして，2017 年
に発売された，これらの後継機である「DMR-UX7030」型，「DMR-UX4030」型，「DMR-
UX2030」型には，Ultra HD ブルーレイも搭載されている。また，これら機種は音響機器と
















2 から分かるように，2015 年には 40.9 パーセント，2016 年には 47.0 パーセント，2017 年





本章では，2018 年以降の開発として，おうちクラウド DIGA の開発について触れておこ






19) 『日経産業新聞』2017 年 8 月 9 日。  
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おうちクラウド DIGA や，加えれば全自動 DIGA も，こうした改革のなかで生み出された
製品であると捉えることができるのである。 
 2017 年の秋以降のパナソニックは，新たな価値提案を持つ製品を「Creative セレクショ
ン」として展開し，特に「共働き世帯や DEWKS（子供をもって共働きをする夫婦）に家電で
実現できるお役立ち」として，「家事シェア」，「おいしい 7days」，「健康なわが家」，「どこ
でも楽しむ AV ライフ」の 4 つを紹介していたが，5 つめの新たな「お役立ち」として，




21)  2018 年 4 月 3 日「おうちクラウド DIGA」新製品発表会。  
22)  2018 年 9 月 28 日「おうちクラウド DIGA」新製品発表会。   
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的企業である。2008 年には HD-DVD とブルーレイ・ディスクのデファクト・スタンダー
ド競争が決着し，ブルーレイ・ディスク・レコーダー市場が本格的に形成され始めたが，








1 に，UniPhier の開発によって，システム LSI での優位性を早期に構築した点と光ピック
アップにおいて優位性を早期に構築した点である。すなわち，技術を梃子とした基幹部品
における競争優位の早期の構築である。第 2 に，Ultra HD ブルーレイの開発である。ブル
ーレイ・ディスクの技術革新をより進展させ，さらなる高画質化を達成した点である。第
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Abstract: This study discusses the advantages of the Panasonic Blu-ray Disc Recorder, 
mainly focusing on the decade from 2008 to 2017 when the market was growing rapidly. 
We also focus on technology and customer service. Before other companies did so, 
Panasonic introduced an integrated platform, UniPhier, and promoted the streamlining 
and cost reduction of the system LSI and software. Furthermore, Panasonic grew 
competitive in the field of optical pickup. In 2015, in advance of rival companies, the 
company developed Ultra HD Blu-ray and promoted the technological innovation in the 
Blu-ray Disc Recorder. During the same period, Panasonic launched automatic DIGA and 
enlarged its share of the market. 
Key Words: SoC, Optical pickup, Automatic DIGA, Technology, Market 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
